
第４回ホンネで語ろう「ぼうさい」【気分は】イブニングカフェ 

！コーヒー片手にお気軽にご参加ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

専任教員として着任し５年目の 2020 年、私は子どもを授かり翌年
母になりました。育休を経て復帰し 1 年が経ちます。執筆に没頭できる
時間は削られ、体力は奪われ、移動の自由は制限され、研究者としての
成果を築く上では不利なことが増えました。一方、子育ては出産の日か
ら今日まで一日も絶えることなく続く、日々のケアの積み重ねですから、
これを継続することで研究者としての私にも大いに影響を与えてくれた
と感じています。その一つが、今の避難の考え方における「ケア」の視点
の欠如です。 

いやいや「避難行動要支援者」を巡る議論は、近年充実してきている
のではないかという声もあるでしょう。しかし、今の避難の考え方、すな
わち「体力もあり合理的に行動できる多数者には、合理的判断を促す精
度の高い情報提供を行い、体力がなく、非合理的な行動を取ってしまう
「弱者」には、レベル 3 という時間的猶予と付加的な援助を加えればよ
い」という見立て自体が、多数者による一方的な視点の押しつけではな
いだろうか･･･と考えるに至りました。 

ケアの倫理論者ジョアン・トロントは、ケアについて「わたしたちがこの
世界で、できる限り善く生きるために、この世界を維持し、継続させ、修
復するためになす、すべての活動」と定義し、それは「常に関係的」だと
述べています。災害時の避難が「犠牲者の数を減らしたい」人のために
行われるのではなく、「私たちができる限り善く生きるために」行われる
ものだとすれば、これはまさにケアの営みであり、強者だろうと弱者だろ
うと、他者との関係性なくしては行われないものだという見立てができる
のではないでしょうか。その見立てに基づいて描ける避難行動モデルと
はどのようなものでしょうか。 

私自身も今答えを持ち合わせているわけではありません。ぜひ、参加
者の方々と一緒に考えてみたいと思います。 

コロナ禍において当学会の研究発表

会もオンライン開催となるなどなか

なか皆様と顔を合わせて意見交換す

る機会に恵まれない状況にありま

す。この機会をとらえて、インター

ネット上で肩の凝らない、しかし、

本質的な議論をできる場を作りたい

と思っております。学会員でない方

もご参加いただけます。 

個人的なケアの経験と、

ケアとしての避難学試論 

2022 年 12 月 20 日（火）15:00-16:00 

スケジュール 

前半 30 分話題提供，後半 30 分意見交換 

開催方法：zoom 

以下、URL からお申し込みください。 

（定員 100 名。定員になり次第締切させていた

だきます。） 

申し込み先（事前申し込みください）：

https://zoom.us/meeting/register/tJcrf--

hrzkrGtHaMqCfTFmm8ZX2CTqNEayU 

 

登録後、ミーティング参加に関する情報の確認メ

ールが届きます。 

主 催：日本自然災害学会 

連絡先：日本自然災害学会中部地区 

世話人：小山真紀（岐阜大学） 

秦康範（山梨大学） 

email： sai@jsnds.org (学会事務局) 

Speaker 

長岡技術科学大学 

環境社会基盤系 

 

准教授 松田曜子さん 

次回は 2023 年 2 ⽉ 16 ⽇（⽊）予定 

世話⼈は関東地区です。 

⽇本⾃然災害学会ホームページやメールニュース

でお知らせいたします。 


